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新収 狂詩集コレクション
文学部教授　鈴木　俊幸

　この度中央大学図書館で狂詩集69点78冊（狂文集
５点５冊を含む）を購入した。斎田作楽編『狂詩書目』
（1999年、青裳堂書店）は、編者積年の収集データ
に基づく労作で、現在もっとも充実した書目である
（本稿も大いに参照した）。ここには128点が著録さ
れていて、この数字は今後動く可能性が少ないと思
われるが、本コレクションはこの約半数を網羅して
いる。本コレクションの意義と特色は、狂詩という
文芸、また狂詩集という書籍の歴史を概観しうる網
羅性にある。全てに言及はできないが、狂詩という
ジャンルの流れを追いながら紹介していきたい。な
お書名を挙げたものは全て今回収蔵のものである。

■■二大家による風雅

　本歌に対して狂歌、正格の漢詩に対して狂詩が
ある。正格を外した戯れの詩作は、古来より珍しく
はない。しかし、文芸様式の一つとして定着するに
は寝惚先生と銅脈先生の登場を待たなくてはならな
かった。
　『寝惚先生文集 初編』は、寝惚先生こと大田南
畝の第一狂詩集で、南畝19歳の明和４年の刊行であ
る。作中、世相を切取り人心を風刺する鋭い言葉は、
南畝の天才と、戯作の時代の風を感じさせる。折し
も、遊里等の風俗に取材した漢文体の戯文などが徂
徠学の徒の間で流行しはじめ、洒落本はじめ、さま
ざまな戯作や戯作的試みが始まる時期である。たと
えば、同年釈大我『春遊興』は、小唄の漢詩訳とい
う遊びである。
　　竹にすゝめはしなよくとまる
　　　　とめてとまらぬ我おもひといふを訳す
　　雀躍テ脩竹ニ遊フ　　　梟然トシテ美風有リ
　　吾人常ニ止ント欲シテ　思念更ニ窮リ無シ

　このような時代の空気の中に南畝の狂詩もあっ
たのであるが、この狂詩集は、その評判の力によっ
て、戯れの詩文の公刊という遊びを流行させる端緒
となったのである。南畝と旧知の平秩東作の『辛野
茗談』に「ことの外人の意にかなひて、追々同案の
狂詩出たり」とあるように、本書の好評が後続作品
の叢生を促し、狂詩集がジャンルとして固定してい
く。好評であった本書は再版が繰り返されており、
諸種の版本が残っている。ちなみに今回購入のもの
は再刻本である。
　京の銅脈先生は南畝より２歳下、狂詩の技量のほ
どはすでに有名であった。先の南畝の第一狂詩集が
出るや、『太平楽府』をもって応ずる。明和６年の
この集も評判を呼び、３種の版を確認できる（新収
本に２種あり）。またそれぞれ長期にわたって摺ら
れたゆえに、さまざまな形態のものがある。
　この東西二人による応酬は、狂詩流行を主導し、
明和・安永期、『娯息斎詩文集』（明和７年、ただし
新収本は再刻本）、『片低先生詩集』（同８年、改題
後印本に『新編太平楽府』あり）などの同種の狂詩
集の続作を促した。また、謡曲の曲名を題にした鏡
間外史『諷題三咏』（同８年刊）や、芝居に取材し
た青田先生『戯場篇』（同９年）など、一趣向凝ら
したものも出版されていく。
　『毛護夢先生紀行』（明和８年）、『勢多唐巴詩』
（同年）、『銅脈先生太平遺響』（安永７年）、『銅脈
先生狂詩画譜』（天明６年）、『太平遺響二編』（寛政
12年）等、銅脈は精力的に自作の出版を行い、その
文名を轟かす。『物沢楼詩集』（安永８年）は、『銅
脈先生太平遺響』の江戸で出版された改竄本で、銅
脈の才と、このようなインチキが商売になるような
狂詩人気とがうかがえる。なお、『勢多唐巴詩』は、
最近蕪村による見返口絵（表紙）の版木が、その版

『文政御蔭参詣詩』とその書袋 『狂詩変』挿絵 『江戸名物詩初編』
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元であった竹苞楼から見付かって新聞記事（９月21
日朝日新聞朝刊）になったものである。
　一方南畝は、安永期より流行し始める狂歌の世界
の中心人物として江戸人の注目を集めるほか、洒落
本などの戯作にも滑稽の才を発揮していく。銅脈ほ
ど多くの狂詩集を出版していないが、天明期に入っ
て『檀那山人芸舎集』（天明４年、新収本は文化12
年補刻後印本）や、「唐詩選」とその注釈書のパロディ
である『通詩選』（天明四年）や『通詩選諺解』（同
７年）など、南畝らしい明るく機知的な狂詩集を著
している。

■■その後の展開

　寛政から文化にかけては、狂詩集の出版が少ない。
寛政９年刊『語句通風詩』や享和３年『青物詩選』（新
収本は後修改題本『青物楽府』）、「忠臣蔵」に取材
した『忠詩選諺解』（文化２年）や、青木鼻垂先生『同
楽詩鈔』（同10年）くらいのものである。生酔山人
の『狂詩語』『狂詩礎』（文化10年）は、漢詩作法書
のパロディであり、用語を羅列しただけのものでは
あるが、実際的な狂詩作法書でもある。
　文政期になると、安穴先生や愚仏先生など、この
道の達者が多数現れて、賑やかな状況が出来する。
安穴先生社中による、文政２年『太平新曲』、同３
年『太平二曲』、同４年『太平三曲』の続作があり、
愚仏先生には、文政３年『続太平楽府』、同５年『鈍
狗斎新篇』（改題本『太平新詠』あり）、同６年『太
平文集』、同７年『続太平文集』、同10年『太平詩集』、
同11年『太平風雅』など諸作がある。
　銅脈の『勢多唐巴詩』はお蔭参りをテーマにし
た一集であったが、文政13年春より大流行のお蔭参
りに取材した狂詩集が同年に二点刊行されている。
ひとつは『文政御蔭参詣詩』である。新収本は、原
装で書袋も残っている優品である。もう一点は天竺
朗人作『狂詩変』で、「伊勢山田米堂彫刻」と刊記
にあるように伊勢の出版物である。柄杓で施行銭を
受取る抜参りの少年を魁星印に描くなど、細部にわ
たって造本に趣向を凝らしているほか、大胆な筆致
の挿絵も面白い。
　また、仰山先生『天保山百首』（天保６年）は、
天保２年にできた「新米ノ名所川口ノ山」である天
保山遊歴の狂詩からなる変わり種である。
　『唐金義宝詩』（文政２年）は京都の市中風俗を
活写したものであったが、方外道人『江戸名物詩初
編』（天保７年）は、江戸の誇るべき名物や名店を
挿絵を豊富に用いて詠じ上げたものである。巻頭の
「越後屋呉服」という詩を紹介する。

　　両側一町三井ガ店（たな）　
　　　　小僧判取リ帳場遥（はるか）ナリ
　　半時ノ商内何千貫　知ル是レ繁昌江戸ノ花
　このような平易かつ温和な詠みぶりによる江戸讃
美は時人の心を捉えたらしく、本書には色摺り挿絵
を持つ初印に近いものから、『江戸名物狂詩選』と
いう改題本まで、さまざまな版種を確認できる。狂
詩という文芸は、漢文リテラシーの底上げとともに
一般に広がり、流行の大きな潮流は近代に及んでい
く。

■■明治の狂詩集

　このコレクションの誇るべき特色として、明治期
のものの充実がある。幕末における流行に輪をかけ
て、市中風俗を鋭く描く狂詩集の出版は明治に数多
い。『日本開化詩』（同９年）や『明治太平楽府　初
～四編』（明治13～14年）など、開化の風俗は格好
の取材対象となったのである。この文芸がその始ま
りより持ち合わせる舌鋒鋭いうがちは開化の明るい
空気だけではなく、その歪みも容赦無くえぐりだす。
また明治期の流行は、この時期の漢文流行と無縁で
はない。明治10年代の開版点数は、近世における頻
度をはるかに凌駕している。近世後期において作詩
手引きの重宝として版を重ねた『詩語砕金』は明治
になってもその価値を減ずることはなかったと思わ
れる。この書名をもじった真木幹之助著『狂詩語砕
金』（明治17年）は、「詩作平仄式」を最初に据えた
あと、作例を示し、そこに使われている語句の平仄
を示している。狂詩作りの基礎的知識と技法が示さ
れる一方、作例は明治という時代を鋭く切るものが
多い。「代言人」と題する一首を紹介して筆をとど
めよう。
　　僅ニ数篇ノ法律書ヲ読ミ
　　　　代言ノ看板門ニ掲ゲテ居ル
　　漫ニ鷺ヲ化シテ鴉ト為スノ弁ヲ將テ
　　　　三百論ジ来ル八百ノ嘘

明治期の狂詩集
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Library NavigatorLibrary Navigator
第一法規法情報総合データベースD1-Law.com：法情報検索
１．法情報とは
　法情報とは、字のごとく、法の情報です。法はいわゆる社会生活の規範であり、国家によるさまざまな規範を含ん
でいます。そのなかで、法情報検索の視点から法情報を大別するとおもに以下の３つがあげられます。
⑴　法 令…憲法、法律、命令、条例など。国会が制定する法律及び行政機関が制定する命令（政省令）。加えて、

地方公共団体の制定する条例や規則、最高裁判所規則等の各種の法形式を含めたもの。実効力ある法
令は9,000以上あると思われますが、その法令がおよそ矛盾しないように、その種類や内容（所管す
る分野）、効力の上下関係を有しています。

⑵　判 例…裁判の先例。英米法系諸国では判例法主義が採られ、先例拘束性の原則により法的拘束力を有します。
わが国では判例法主義を採用していませんが、判例の拘束力は少なくはなく、制定法を補充している
例は少なくありません。

⑶　法文献…資料の特性（内容）から法令や判例の原文を掲載する一次資料と判例解説・評釈、コンメンタールな
どの二次資料に分けられます。また、形態から図書と雑誌論文に分けられます。

　これらの法情報をデータベースで検索する場合には、１つのデータベースで検索するに留まらず、複数のデータベー
スで検索することをお勧めします。それは、１つ目のデータベースで見つからなくても、２つ目以降のデータベース
で見つかる場合もあるからです。

２．第一法規法情報総合データベースD1-Law.com：法情報検索のためのデータベース
　上述⑴～⑶のような法情報を検索するデータベースの１つに、「第一法規法情報総合データベースD1-Law.com」
があります。これは、「現行法規（現行法検索・履歴検索）」、「判例体系」、「法律判例文献情報」の３つで構成されて
います。
　「現行法規」では、法令約9,700件、履歴検索では過去法令の検索も可能です。「判例体系」では、全文収録の判例
約15万件を検索できます。「法律判例文献情報」では、1982年1月以降に発表された、判例集、法律専門雑誌、研究紀要・
論文、判例情報誌、新聞の法律判例関係論文等から40万件以上を収録しています。

３．アクセス方法（利用可能な端末）
　中央図書館の外部オンラインデータベース検索機、大学院図書室、総合政策学部図書室、理工学部分館、後楽園文
系大学院図書室の利用者用端末、市ヶ谷キャンパス図書室からご利用ください。

４．検索の実際
　ここでは、「判例体系」での判例検索を例にとって検索方法を説明します。
　検索画面は、「簡易検索」・「詳細検索」・「体系目次検索」の３つがあります。この中で「詳細検索」は他の２つの
検索機能を包含するものといえるのでその説明をしていきます。
　詳細検索では、簡易検索で可能なフリーワード検索のほか、裁判年月日・事件番号・裁判官名等を指定して検索す

【図１：フリーワード（画面左）への入力・検索
　　　　と検索結果一覧（画面右）】 【図２：検索結果の詳細表示】
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ることができます。また、体系目次検索で利用する法編
からの検索も可能です。この法編は、全法を憲法、商法、
戸籍法、刑法、知的財産法等々の 36 の法編に細分したも
のです。
　なお、検索項目に違いはありますが、「現行法規」の「詳
細検索」や「法律判例文献情報」の「文献検索」も類似
の検索方法をとります。
　まずは、検索語を入力し、完了したら検索ボタンをク
リックします。
　検索結果が、右側のフレームに「検索結果一覧」とし
て表示されます。最近の判例等で要旨未収録の判例は、「基
本書誌（裁判年月日・裁判所・事件番号）」・「事件名」が
表示されます。（図１参照）
　他方、通常の判例は、「基本書誌」およびその判例に付

されている「判例要旨」の概要が表示されます。
　「検索結果一覧」で読みたい判例のリンク文字列をクリックすると、全フレーム画面に切り替わり、「判例要旨」画
面が表示されます。「判例要旨」画面では、「判例書誌」の詳細、「判例要旨」の詳細をはじめ、さまざまな関連情報
を参照することができます。「判例評釈」欄の判例評釈がリンク文字列になっている場合には、ここをクリックすると、
「法律判例文献情報」の判例評釈の詳細情報を見ることができます。（図２参照）
　さらに、「本文」ボタンをクリックすると、判例本文を見ることができます。（図３参照）
　また、検索をした履歴は「検索履歴」画面で確認することができます。

５．その他のデータベース紹介
　第一法規法情報総合データベースD1-Law.comのほかにも、法情報を検索するさまざまなデータベースが存在す
るので、そのいくつかを紹介しておきます。（株）TKC社が提供する、判例情報データベース「LEX／ DB」では、判
例検索や判例評釈などを見ることができます。「LEX／ DB」のアクセスについては図書館のホームページにて詳細
をご確認ください。
　また、国立国会図書館の「日本法令検索データベース」では、法令の索引情報や法律案の件名等の情報、審議経過
などを見ることができます。総務省の「法令データ提供システム」でも、法令を検索することができます。最高裁判
所の「最高裁判例集」では、各審級等の判例を見ることができます。これらのデータベースについては、インターネッ
ト環境が整っていれば自宅などからもアクセスが可能です。

【図３：本文】

文学部社会学科４年　中田小映子アナログのすすめ
　インターネットとコンピュータが普及して、本当
に便利な世の中になった。キーワードをポンッと打
ち込めば、あっという間にほしい情報が手に入る。
わからない言葉の意味も、最新の判例も、レポート
のネタも、ほしい本さえも。私は中央図書館で働い
て３年になるが、どんどんＩＴの普及率が高まって
いるのが肌で感じられる。キーボードの使い方や印
刷の仕方など、基本的な質問（？）が年々減ってい
るからだ。みんながコンピュータの前に座って、単
語を打ち込み、ほしいデータを持っていく。でも最
近「ちょっとまて」と思うことも多くなった。図書
館に来ても、単語を打ち込んで何も出てこなかった
ら、情報自体がないものとして帰ってしまうような
人や全部電子情報で済まそうとする人がいるのだ。
　図書館にはさまざまな情報がある。形態も収録方
法もまったく違った情報が。そこにはインターネッ

トで見られないような情報もあるし、インターネッ
トで必要なところだけを取っていては見つからない
ようなものもある。目当ての論文と同じ雑誌に載っ
ていた論文が結構役に立ったということもあれば、
同じ棚に並んでいる別の本に知りたかったことが
載っていたということもある。
　より効率的に効果的に、確かに世の中はそう動い
ているし、図書館でも、より利用者によい形で情報
を提供しようとしている。しかし、せっかく図書館
には、これだけさまざまなツールがあるのだ。デジ
タルではないアナログには、コンピュータがなかっ
たころのいろんな工夫がされていて、それを使っ
たほうが早く見つけられるという状況がまだ存在す
る。単語を打ち込むばかりではなく、たまには冊子
体をめくってみてはいかがだろうか。きっと今まで
にない発見があるはずだ。
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住　　所： 〒165-0023  東京都中野区江原町1-19-10
Ｔ Ｅ Ｌ：03-3565-7711
Ｆ Ａ Ｘ：03-3565-7712
利用資格：［児童室］ 3才以上、高校生までの人で、図書館の５つのきまりを守れる人
　　　　 ［資料室］ 閲覧は無料、貸出しのための利用者登録料１０００円
開館時間：［児童室］ 火、水、金曜日:13:00～17:00　土曜日:10:30～17:00
　　　　 ［資料室］ 火、水、金曜日:10:00～17:00　土曜日:10:00～19:00
休 館 日：日・月・木曜日、祝日、年末年始、特別整理期間
サービス：閲覧・複写・貸出・レファレンス・読書相談・おはなしの会・わらべうたの会
蔵 書 数：(2005年3月現在)和図書18,498冊（児童書14,393冊　研究書4,105冊）洋図書3,385冊（児童書2,564冊　
　　　　　 研究書821冊）　和雑誌36タイトル　洋雑誌10タイトル
交通アクセス：＊JR中央線中野駅（北口）1番バス乗り場より、関東バス「江古田駅」（中12）行きに乗り、
　　　　　　「芳花園住宅」下車、徒歩3分。
　　　　　＊都営地下鉄大江戸線・新江古田駅下車、徒歩10分。

　「お母さんがクッキーをたくさん焼いてくれる絵本はどこですか？」５歳くらいの女の子が質問すると、カウン
ターにいた職員は「この絵本じゃないかしら？」と書棚から一冊の絵本を取り出しました。
　東京子ども図書館は全国でもめずらしい、子どもの読書を専門にした私立図書館です。
母体となったのは四つの家庭文庫で、公共図書館の普及がまだ十分とはいえない日本で、子どもが自由に楽しく読
書できる場を提供しようと個人が自宅を開放して作った読書施設でした。二つの土屋児童文庫、かつら文庫、松の
実文庫で、20年近く活動を続けてきた人たちが、その経験をもとに、より永続的で幅広い活動を目指して昭和４９
年に同館を設立しました。
　図書館の１階は「児童室」と「おはなしのへや」があります。「児童室」は長い年月をかけて選りすぐられた絵本、
物語、昔話、詩、ノンフィクションなど約6,600冊が置かれています。「おはなしのへや」では決まった曜日に、集
まってきた子どもたちに絵本を読んだり、お話を聞かせたりします。また、乳幼児とその親向けに、歌を歌ったり
手遊びをしたりする「わらべうたの会」を月に２回開催し、最近は父親の参加も増えているそうです。
　地下は「資料室」で、内外の児童図書や、児童文学関係の研究資料など約15,000冊を備えた研究資料室となって
おり、戦後日本の児童図書賞を受賞した図書約1,700点のほか、カーネギー賞、ニューベリー賞など海外の図書賞
の受賞作品（原書）のコレクションがあります。また、日本と世界の昔話集を豊富に揃えています。
　その他に、出版、講演、講座の開催など、子どもの本と図書館の質の向上を願い、多くのイベントがおこなわれ
ています。また、将来児童図書館員として、あるいは学校図書館員として、長く働きたいと希望する若者を育成す
るための研修生制度もあります。興味のある方は一度訪れてみてはいかがでしょうか？

図書館さんぽ図書館さんぽ
第５回

（財）東京子ども図書館

児童室のカウンター

おはなしのじかん

資料室
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①教職員著作目録　2005.４－2005.９　　(　　　　)は所属学部等
著者名 書名 出版社 配置場所 請求記号

新井　潤美　（法　　学　　部）　　著 不機嫌なメアリー・ポピンズ　イギリス小説と映画から
読む「階級」 　　　　　　　　　（平凡社新書　273） 平凡社 開架・中央 930.2/A62

平凡社新書/273
浅田　統一郎（経　済　学　部）　　著 マクロ経済学基礎講義　第2版 中央経済社 開架・中央 331/A81
浅野　栄一　（名　誉　教　授)　　著 ケインズの経済思考革命

思想・理論・政策のパラダイム転換 勁草書房 中央 331.7/Ke67/
A87

伊原　康隆　（21世紀ＣＯＥ）　　著 志学数学（シュプリンガー数学クラブ　16） シュプリンガー・
フェアラーク東京 開架・理工 410.7/I25

今宮　謙二　（名　誉　教　授） 監修 国際社会（経済ってなに？） 草土文化 中央 333.6/I44
今宮　謙二　（名 誉 教 授） 監修 政府（経済ってなに？） 草土文化 中央 342.1/I44
池田　正孝　（名 誉 教 授）
中川　洋一郎（経 済 学 部）　編著

環境激変に立ち向かう日本自動車産業
（中央大学経済研究所研究叢書　38） 中央大学出版部 開架・中央 537.09/C66

高　　行健            著
飯塚　　容　（文  学  部） 　訳

母 集英社 開架・中国言語 923/Ko11

阿部　　齋            著今村　都南雄（法  学  部）　
地方自治の現代用語　第２次改訂版 学陽書房 開架・参考 D318/A12

井村　進哉　（経 済 学 部）
深町　英夫　（経 済 学 部） 　編

アジア経済のゆくえ　成長・環境・公正
（中央大学経済研究所研究叢書 40） 中央大学出版部 開架・市ヶ谷 332.2/I49

飯田　朝子　（商  学  部）　　著 数え方でみがく日本語　（ちくまプリマー新書　018） 筑摩書房 開架・中央 815.2/I26
今村　都南雄（法  学  部）　　著 公共サービスの揺らぎ　第19自治総研セミナーの記録　

（自治総研ブックレット　1) 公人社 開架・中央 318/I44

伊藤　洋司　（経 済 学 部） 　著 Apollinaire et la lettre d'amour Connaissances 
et Savoirs 中央 841.9/A64/I89

小松　久男
梅村　　坦　（総合政策学部）　編集

中央ユーラシアを知る事典 平凡社 開架・参考 D229.6/C66

植野　妙実子（理 工 学 部）　　著 憲法二四条今、家族のあり方を考える 明石書店 開架・中央 323.143/U45
大橋　正和　（総合政策学部)
堀　　眞由美　         編著
　　　　　　　情報社会基盤研究会　

ネットワーク社会経済論
ＩＣＴ革命がもたらしたパラダイムシフト 紀伊国屋書店 開架・中央 600/O28

大橋　正和　（総合政策学部）
Ｗｅｂサービスイニシアティブ　 監修

次世代ＸＭＬ
Webサービスとシチズン・セントリックの考え方 紀伊国屋書店 開架 401/O28

岡本　正明　（法  学  部）　　著 小説より面白いアメリカ史 中央大学出版部 開架・中央 253/O42
奥田　安弘　（法 科 大 学 院） 
柳川　昭二            著 

外国人法律相談チェックマニュアル　第２版 明石書店 開架・市ヶ谷 329.9/O54

小塩　　節　（名 誉 教 授）　　著 聖書に聴く 青娥書房 開架 193/O77
小塩　　節　（名 誉 教 授）　　著 響きあう言葉と音楽 日本キリスト教団

出版局 開架 762.34/O77

大淵　博義　（商  学  部）　 著 国税の常識　第８版　　（知っておきたい） 税務経理協会 開架 345/O19
大岩　信太郎（名 誉 教 授）　　著 新・よくわかるドイツ文法 朝日出版社 開架 845/O35
北川　俊光
柏木　　昇　（法 科 大 学 院） 　著

国際取引法　第２版 有斐閣 開架・中央 329.8/Ki63

貝塚　啓明　（研究開発機構）
財務省財務総合政策研究所　　 　編著

財政赤字と日本経済 有斐閣 開架・中央 342.1/Ka21

川戸　道昭　（理 工 学 部）
榊原　貴教　　　　　　　　　　 編集

児童文学翻訳作品総覧　明治大正昭和平成の135年翻訳
目録１フランス・ドイツ編１

大空社
ナダ出版センター 参考 M909/Ka98

川戸　道昭　（理 工 学 部）
榊原　貴教　　　　　　　　　　 編集

児童文学翻訳作品総覧　明治大正昭和平成の135年翻訳
目録２ フランス・ドイツ編２

大空社
ナダ出版センター 参考 M909/Ka98

川越　泰博　（文  学  部）　　著 漢字の生態学　日本語を鍛える漢字力のために 彩流社 開架・中央 811.2/Ka92
貝塚　啓明　（研究開発機構） 
賀来　景英　　　　　　　　　　　 編

金融用語辞典　第４版 東洋経済新報社 開架・参考 D338.03/Ka21

片桐　正俊　（経 済 学 部）　　著 アメリカ財政の構造転換　連邦・州・地方財政関係の再編 東洋経済新報社 開架・中央 342.53/Ka81
工藤　達朗　（法 科 大 学 院） 
畑尻　　剛　（法  学  部）　　著

憲法　第２版 不磨書房
信山社（発売） 開架・中央 323.14/Ku17

久保　幸年　（国際会計研究科）　　著 上場基準・上場審査ハンドブック 中央経済社 中央・市ヶ谷 335.44/Ku11
國生　剛治　（理 工 学 部）　　著 液状化現象　　巨大地震を読み解くキーワード 山海堂 開架・理工 511.3/Ko53
今野　　浩　（理 工 学 部）　　著 金融工学20年　20世紀エンジニアの冒険 東洋経済新報社 開架・理工 338.01/Ko75
佐藤　　清　（経 済 学 部）　編著 フランス　－経済・社会・文化の位相

（中央大学経済研究所研究双書39） 中央大学出版部 開架・中央 302.35/Sa85

市場　俊之　（商  学  部）　　著 男子体操競技　その成立と技術の展開
（中央大学学術図書61） 中央大学出版部 中央・理工 932/O72

杉崎　泰一郎（文  学  部）　　著 12世紀の修道院と社会　　改訂版 原書房 開架・中央 198.223/Su49
角田　邦重　（法  学  部） 
毛塚　勝利　（法  学  部）　　編

新現代労働法入門 　第３版　（現代法双書） 法律文化社 開架・中央 366.14/Su58

ジャニック・デュラン　　　　　　 著
杉崎　泰一郎（文  学  部）　監修

美術から見る中世のヨーロッパ
ラルースビジュアル版 原書房 開架 702.3/D98

関野　満夫　（経 済 学 部）　　著 現代ドイツ地方税改革論 日本経済評論社 開架・中央 349.5/Se37
滝田　賢治　（法  学  部）　編著 グローバル化とアジアの現実

（中央大学法学部政治学科50周年記念論文集　４） 中央大学出版部 開架・中央 319.2/Ta73

モーリス・ブランショ　　　　　 原著
谷口　博史　（法  学  部）訳・解説

私についてこなかった男　 書肆心水 開架・中央 953/B54

高橋　由明　 （商  学  部）
鈴木　幸毅　　　　　　　　　　 編著

環境問題の経営学　（叢書現代経営学　19） ミネルヴァ書房 開架・中央 519.5/Ta33

高橋　雄介　（理 工 学 部）　　著 クロールが速くきれいに泳げるようになる！ 高橋書店 開架・理工 785.2/Ta33
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著者名 書名 出版社 配置場所 請求記号
高柳　一男　（法 学 研 究 科）　　著 エンロン事件とアメリカ企業法務　その実態と訓練 中央大学出版部 開架・中央 335/Ta57
中沢　新一　（総合政策学部）　　著 アースダイバー 講談社 中央・開架 213.6/N46
ギョーム・ダンドロー　　　　　　 著
西海　真樹　（法  学  部）　　訳

ＮＧＯと人道支援活動　（文庫クセジュ　887） 白水社 開架・中央 333.8/A46
文庫クセジュ /887

橋本　基弘　（法  学  部）　　著 憲法〈人権〉 （プチゼミ１） 法学書院 開架・中央 323.143/H38
本間　久雄　　　　　　　　　　　 著
平田　耀子　（総合政策学部）　著編

本間久雄日記 松柏社 中央 289/H85

細野　助博　（総合政策学部）　　著 政策統計　　「公共政策」の分析ツール 中央大学出版部 開架・中央 301/H95
升田　　純　（法 科 大 学 院）　　著 熊谷　則一　

これで万全!!  不動産流通業における個人情報保護対策 ぎょうせい 開架 673.9/Ma66

常松　　洋
松本　悠子　（文  学  部）　　編

消費とアメリカ社会 山川出版社 開架・中央 361.6/Ts77

牧野　武彦　（経 済 学 部）　　著 日本人のための英語音声学レッスン 大修館書店 開架・理工 831.1/Ma35
松野　良一　（総合政策学部）　　著 市民メディア論　デジタル時代のパラダイムシフト ナカニシヤ出版 開架・中央 361.54/Ma84
松本　　啓　（法  学  部） イギリス小説の知的背景　（中央大学学術図書　60） 中央大学出版部 中央・理工 932/O72
Mizuko Ito, Daisuke Okabe,
Misa Matsuda（文  学  部）　　著

Personal, Portable, Pedestrian
Mobile Phones in Japanese Life The MIT Press 中央 301.24/P46

森　　安彦　（文  学  部）　　著 古文書からのメッセージ 三省堂 開架 210.5/Mo45
森松　健介　（法  学  部）　　著 トマス・ハーディ全小説を読む　簡約教科書版 中央大学出版部 開架・中央 930.2/H32/

Mo54
八幡　一秀　（経 済 学 部）　監修 家計　（経済ってなに？） 草土文化 中央 330/Y16
矢内　一好　（商  学  部）
高山　政信　　　　　　　　　　　 著

スピードマスター国際税務　第２版 中央経済社 開架・中央 336.98/Y54

シュテファン・カーデルバッハ　　 著
山内　惟介　（法  学  部） 編訳

国際法・ヨーロッパ公法の現状と課題　カーデルバッハ
教授講演集　（日本比較法研究所翻訳叢書 52） 中央大学出版部 開架・市ヶ谷 323.3/Ka13

根田　正樹
矢内　一好　（商  学  部）　　編

合同会社・ＬＬＰの法務と税務 学陽書房 開架・中央 325.2/Ko72

Ｊ．アトキンソン
金沢　創　　　　　　　　　　　　 著

山口　真美　（文  学  部）　監訳

視覚脳が生まれる　　乳児の視覚と脳科学
北大路書房 開架 376.11/A94

横井　芳弘　（名 誉 教 授）
篠原　敏雄　　　　　　　　　　　 著

市民社会の変容と労働法 信山社出版 中央 366.14/Y76

中央大学法学部ドイツ語部会　　　 編 300語で学ぶ基礎ドイツ語文法 中央大学出版部 開架・中央 845/C66
＊配置場所の記載は２ヶ所までとした。

図書館
（１）図書館長の交代と新館長就任について

　川口紘明館長（法学部教授）が、都合により辞任したのに伴い、古城利明 法学部教授が館長に就任しました。
任期は、2005年10月18日から2006年３月末までとなっています。

（２）私立大学図書館協会総会・研究大会開催
　８月25日（木）～26日（土）に松山大学において開催されました。本学図書館からは、横本事務部長以下３名が出
席しました。
　研究大会では、昨年私立大学図書館協会主催の海外派遣研修（米国イリノイ大学モーテンソンセンター）に参
加した都心キャンパス事務室・梅澤貴典課員が、研修報告を行いました。　　

（３）１２月企画展示実施
　本号で紹介された「狂詩集コレクション」について、下記の日程で展示を行う予定です。　
　　期間：12月５日（月）～12月16日（金）
　　場所：中央館２階ホール（展示ケース）

（４）私立大学図書館協会東地区部会２００５年度第２回研修会について
　後楽園キャンパス新３号館３階小ホール（講堂）において、11月10日（木）から11日（金）まで、「大学図書館に
おける危機管理～防災と問題利用者を中心に～」をテーマとして開催されました。２日目のパネルディスカッショ
ンには、パネリストとして、伊原閲覧課副課長が出席しました。

編集後記編集後記
今回の特集で、文学部鈴木俊幸先生には、「狂詩集コレクション」についてご執筆頂きました。また、
取材に応じて頂きました「東京こども図書館」のスタッフの方には御礼を申し上げます。
10月には、図書館長交代がありました。新体制のもと「Ｍｙ ＣＵＬ」も新たな誌面展開を予定

しています。読者の皆様のご意見等ございましたら、ホームページ「お問い合わせ」の方からでも是非お願いします。


